
明治 150 年記念展示 湖国から見た明治維新(3)
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明
治
二
十
年
代
の
土
木
工
事

明
治
十
六
年
、
京
都
府
よ
り
琵
琶
湖
疏
水
開
削
計
画
が
提

案
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
琵
琶
湖
の
水
を
常
時
一
定
量
、
京

都
府
へ
と
流
す
た
め
の
水
路
を
作
る
計
画
で
し
た
。
滋
賀
県

は
「
到
底
有
害
無
益
ノ
事
業
」
と
開
削
に
は
批
判
的
で
し
た

が
（
史
料
⑤
）、
結
局
、
明
治
十
八
年
に
は
工
事
が
始
め
ら
れ
、

同
二
十
三
年
三
月
に
琵
琶
湖
疏
水
は
完
成
し
ま
し
た
。

史
料
⑥
は
、
関
西
鉄
道
の
設
立
請
願
書
で
す
。
明
治
二

十
二
年
、
こ
れ
ま
で
は
湖
上
汽
船
に
よ
り
連
絡
し
て
い
た
大

津･

長
浜
間
と

草
津
線
の
前
身･

関
西
鉄
道
が
と
も
に
開

ＪＲ

通
し
、
県
内
の
交
通
は
益
々
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

史
料
⑦
は
、
瀬
田
川
治
水
に
関
す
る
文
書
で
す
。
古
く
か

ら
の
懸
念
事
項
で
あ
る
こ
の
問
題
は
、
明
治
四
十
一
年
の
瀬

田
川
（
淀
川
）
改
修
工
事
完
成
に
よ
り
一
旦
落
着
し
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
ま
で
の
道
の
り
は
厳
し
く
、
明
治
二
十
年
代
の

岩
崎
知
事
（
同
二
十
三
年
）、
大
越
知
事
（
同
二
十
五
年
）
に

よ
る
内
務
大
臣
へ
の
工
事
請
願
は
、
い
ず
れ
も
大
阪
や
京
都

の
反
対
に
よ
り
不
認
可
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、

大
越
知
事
の
請
願
に
対
し
て
は
、
道
馬
ヶ
島
付
近
の
み
県
会

議
決
の
上
で
許
可
す
る
と
い
う
但
し
書
き
付
で
、
瀬
田
川
治

水
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

史
料
⑧
は
、
明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
四
日
の
橋
渡
式
中

に
墜
落
し
た
愛
知
川
御
幸
橋
に
関
す
る
文
書
で
、
橋
の
破
損

箇
所
を
示
し
た
絵
図
で
す
。
墜
落
の
原
因
に
つ
い
て
は
県
会

で
も
議
論
が
行
わ
れ
、
知
事
を
は
じ
め
設
計
者
や
監
督
者
な

ど
の
責
任
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

⑤「琵琶湖疏水の儀に付上申」明治17年3月19日【明ね33（17）】

⑧「御幸橋破損箇所の図面」明治24年10月26日
【明に20（12）】

⑦「瀬田川浚渫の件」明治期【資31】

⑥「関西鉄道会社設立并起業請願」明治21年1月23日
【明と51合本3（3）】
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白
熱
す
る
滋
賀
県
会

前
述
の
瀬
田
川
浚
渫
問
題
や
御
幸
橋
墜
落
事
件
で
も
、
県

会
は
「
衆
論
紛
々
タ
ル
」
状
況
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
議
題
は
尽
き
ま
せ
ん
。

◇
県
庁
移
転
問
題
◇

新
県
庁
舎
完
成
か
ら
間
も
な
い
明
治
二
十
四
年
十
二
月
の

通
常
県
会
に
て
、
唐
突
に
提
出
さ
れ
た
彦
根
町
へ
の
県
庁
移

転
建
議
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
（
史
料
⑨
）。
以
降
、
県
庁
移
転

を
め
ぐ
る
議
論
が
始
ま
り
、
大
津
町
を
は
じ
め
と
す
る
三
千

七
百
一
人
か
ら
移
転
反
対
建
白
書
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
（
史

料
⑩
）、
県
民
を
巻
き
込
ん
だ
大
論
争
へ
と
発
展
し
ま
す
。
警

察
官
ま
で
動
員
さ
れ
た
こ
の
論
争
は
、
同
月
二
十
二
日
の
臨

時
県
会
に
お
い
て
「
建
議
の
取
り
消
し
」
が
可
決
、
見
か
ね

た
大
越
知
事
に
よ
り
県
会
中
止
が
命
ぜ
ら
れ
る
ま
で
に
至
り

ま
す
。
翌
月
に
県
会
が
再
開
す
る
と
、
今
度
は
「
建
議
取
り

消
し
の
取
り
消
し
」
が
可
決
さ
れ
ま
す
が
、
県
会
の
解
散
に

よ
り
こ
の
問
題
は
う
や
む
や
の
ま
ま
終
り
を
迎
え
ま
す
。

◇
郡
分
合
問
題
◇

明
治
二
十
三
年
制
定
の
郡
制
を
県
下
に
施
行
す
る
た
め
、

滋
賀
県
で
は
郡
分
合
に
関
す
る
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
一
つ
の
行
政
区
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
坂

田･

東
浅
井
郡
で
は
、
多
数
派
の
合
併
希
望
を
採
る
旨
が
郡
長

よ
り
県
に
報
告
さ
れ
ま
す
（
史
料
⑪
）。
し
か
し
、
そ
の
後
も

分
離
派
、
合
併
派
は
互
い
に
主
張
を
譲
ら
ず
、
岩
崎
知
事
は

合
併
を
し
て
も
「
到
底
協
和
結
合
ノ
望
ミ
ナ
キ
」
と
、
郡
分

離
を
内
務
大
臣
に
上
申
し
ま
す
【
明
こ

合
本

（

）】。

166

3

1

⑨「県庁を彦根町に移すの建議」
明治24年12月16日【明き2（4）】

⑩「県庁彦根町移転決議に付建白書」明治24年12月28日
【明お49（2）】

⑪「坂田･東浅井両郡分合の義に付上申」明治23年10月
【明ふ59（2）】

⑫「郡分合に付建議」明治24年12月12日
【明き16（32）】
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す
る
と
今
度
は
こ
の
こ
と
を
耳
に
し
た
合
併
派
が
激
昂
し
、

ま
す
ま
す
両
者
の
対
立
は
激
し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
こ

の
問
題
は
岩
崎
知
事
の
転
任
、
次
い
で
就
任
し
た
沖
守
固
知

事
の
辞
任
に
よ
り
、
大
越
知
事
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

県
会
で
は
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
坂
田
郡
を
流
れ
る
天
野

川
で
分
離
し
、
北
部
を
東
浅
井
郡
、
南
部
を
犬
上
郡
に
合
併

す
る
建
議
が
提
出
の
上
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
（
史
料
⑫
）。
こ

の
議
案
を
内
務
大
臣
へ
建
議
す
る
際
の
斡
旋
を
求
め
ら
れ
た

大
越
知
事
は
、
県
会
の
意
見
を
重
ん
じ
る
と
明
言
し
ま
す
。

し
か
し
実
地
調
査
の
結
果
、
大
越
知
事
は
天
野
川
で
の
分

離
が
現
実
的
で
は
な
い
こ
と
を
悟
り
、
県
会
の
建
議
は
不
可

能
で
あ
る
と
断
言
し
て
し
ま
い
ま
す
。
結
局
、
知
事
の
協
力

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
事
も
あ
り
、
天
野
川
で
の
分
離
は
認
め

ら
れ
ず
県
会
は
大
い
に
激
昂
し
ま
し
た
【
明
き

（

）】。

2

4

◇
県
会
解
散
を
命
ず
◇

先
の
瀬
田
川
浚
渫
問
題
や
、
御
幸
橋
墜
落
事
件
な
ど
に
よ

り
、
県
会
は
大
越
知
事
へ
の
不
信
感
を
募
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

郡
分
合
問
題
で
も
、
県
会
の
意
見
を
重
ん
ず
る
と
明
言
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
無
視
し
た
と
し
て
、
県
会
は
、
こ

れ
が
知
事
の
「
食
言
（
嘘
）」
で
あ
る
と
日
誌
に
「
特
筆
大
書
」

す
る
建
議
を
可
決
し
ま
す
（
史
料
⑬
）。

こ
の
不
信
任
決
議
を
受
け
た
大
越
知
事
は
、「
国
ノ
安
寧
ヲ

妨
害
ス
ル
」
事
態
と
し
て
直
ち
に
県
会
中
止
を
命
じ
ま
し
た
。

同
時
に
、「
硬
派
」
を
名
乗
る
派
閥
が
他
の
議
員
を
恐
喝
し
議

決
を
操
作
し
て
い
る
と
内
務
大
臣
に
報
告
し
、
県
会
の
解
散

を
求
め
ま
し
た
。
内
務
大
臣
は
こ
れ
を
聞
き
入
れ
、
明
治
二

十
五
年
二
月
四
日
、
こ
こ
に
、
県
会
史
上
「
前
代
未
聞
」
の

県
会
解
散
命
令
が
下
さ
れ
た
の
で
す
（
史
料
⑭
）。

⑬「知事不信任議案」明治25年1月6日
『県会日誌』（議会事務局蔵）

⑯「大越知事選挙干渉問題」明治25年12月23日
『県会日誌』（議会事務局蔵） ⑭「県会解散命令」明治25年2月4日【明き19（15）】

⑮「滋賀県会解散始末」明治25年3月15日
【明お52（40）】


